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1.はじめに 
	 近年，主体的かつ継続的な学習を促す自己調整学

習能力の育成が求められている．自己調整学習の支

援を行う研究として，自己調整学習方略に基づいて

学習者に学習スケジュールを提案し，学習の進捗を

可視化する学習支援システムがある[1]．この研究

では，e ポートフォリオ Mahara との比較から，学

習計画の立案や管理における有効性が示されている

が，計画段階に着目した支援となっている．学習計

画段階だけでなく学習中の段階から期待通り成果が

得られたのかどうかを振り返り，成功または失敗の

要因を認識することが今後の学習に重要であると考

えられる．そこで，本研究では自己調整学習の振り

返り段階に着目し，学習者が自己の学習方法を客観

的に認識するメタ認知能力の向上を目的とした振り

返り支援システムを提案する．  
2. 振り返りシートへの記録と記録内容の分析 
	 振り返り支援システムの基本設計を行うため，実

際の授業で使われた振り返りシートを分析した．	 

2.1科目概要 
	 平成 27 年度に本学ソフトウェア情報学部 1 年生

を対象として開講された数学リメディアル科目の情

報基礎数学 A（以下，数学 A）と情報基礎数学 C
（以下，数学 C）で紙に印刷された振り返りシート

を記録させた．この授業は e ラーニング教材を活用

した反転授業形式で実施され，授業中は主にグルー

プ学習や作問演習を行う．また，授業の最初と最後

には小テストを行っている[2]． 
2.2 振り返りシートへの記録方法と分析方法 
	 第 1 回授業の際に全学生に振り返りシートを配布

し，授業中に教員が指示した際に記入させた．授業

（90 分）の流れを表 1 に示す．また，振り返りシ

ートへの記入する項目（振り返り No.）の内容を表

2 に示す．全 15 回の授業終了後に振り返りシート

を提出してもらい，数学 A の履修者 54 名と数学 C
の履修者 54 名の振り返りシートを分析した． 
2.3分析結果 
（1）量的分析	 

	 108 名分の振り返りシートの記入率，期末試験の	 

 

表 1	 授業の流れ 
時間

(分) 
概要 振り返

り No 
10 事前テスト  
5 事前テストの採点・解説 1，2 
5 前回課題，前回授業アンケートへ

のフィードバック 
 

50 グループ学習 3 
10 事後テスト  
5 事後テストの採点・解説 4，5 
5 授業アンケート  
 

表 2	 振り返りシートへの記載事項 
No. 記載項目 

1 事前テストの得点（10 点満点） 
2 e ラーニング・事前テストで分かった自

分の弱点（自由記述） 
3 グループ学習でわかったこと，次回グル

ープ学習に向けた改善点（自由記述） 
4 事後テストの得点（10 点満点） 
5 事後テストで分かった自分の弱点（次回

に向けた改善点（自由記述） 
 
成績との相関関係を分析した．分析結果を表 3 に示

す．数学 A では記入率と期末試験の間に中程度の

正の相関が確認され，数学 C では弱い正の相関が

確認された．この結果，振り返りシートに記入する

学生ほど期末試験の得点が高い傾向にあり，振り返

りの重要性が示唆された． 
次に，両科目の期末試験の小テストの得点上位者

12 名と得点下位者 8 名の振り返りシートの自由記

述欄 1 つあたりに記入された文字数を数えた結果を

表 4 に示す．この結果，成績上位者が自由記述欄へ

記入した文字数は下位者の約 2 倍であった．すなわ

ち，振り返りの内容が豊富な学生ほど成績が高く，

少ない学生ほど成績が低い傾向があり，振り返りの

重要性を再確認することができた． 
（2）質的分析 
	 小テストの得点上位者と下位者の振り返りシート

への記述内容を分析した．記述内容の例を表 5 に示

す．分析の結果，成績上位は記述内容が具体的だっ

たが，下位者は上位者に比べ問題を間違えた原因に

関する記述が少なかった．このことから，振り返り
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の内容についても具体的な考察ができるよう支援す

る必要があることが分かった． 
表 3	 振り返りシート記入率（%）と期末試験との

相関 
科目名 平均(%) 最小(%) 最大(%) 相関係数 
数学 A 82.00 8.33 100.00 0.53 
数学 C 74.02 20.00 96.67 0.24 

 
表 4	 成績と自由記述欄に記載された文字数の関係 
科目名 小テスト 文字数 

平均 最小 最大 

数学 A 上位 408 201 1075 
下位 305 94 606 

数学 C 上位 465.83 200 1248 
下位 148.4 57 341 

	 

表 5	 自由記述欄の記載内容の例 
科目名 上位/下位 記述内容の例 

数学 A 上位 増加範囲には=がつかないこ

とを知らなかった	 

下位 基本を理解する 

数学 C 上位 
３点が与えられた時の平行や

垂直条件を含む点の求め方 

下位 全体的にできていなかった 
 
3.振り返り支援システムの提案 
3.1	 システムの概要 
	 前述の振り返りシートの分析により，学習目標を

設定し，振り帰りが十分に行える支援システムの設

計を行った．本システムの概要を図 1 に示す．学生

はまず①学習目標を登録する．次に e ラーニングシ

ステムを用いて②予習を行う．このときと③学習者

が定期的に入力する学習記録と④e ラーニングシス

テムに蓄積されている学習ログから⑤学習状況を可

視化して学習者に提示する．学習者はシステムから

提示された自身の学習状況を確認し，⑥設定した学

習目標の達成度を自己評価する．また，同じグルー

プの学生同士で学習目標と可視化された学習状況を

共有し，⑦相互評価する．これにより，自己評価，

相互評価の結果を参考に具体的な学習の振り返りを

行うことが期待できる．	 

3.2	 振り返り支援方法 
	 提案するシステムは文献[3]の自己制御を参考に，

以下の 4 つの過程を実現できるように設計した． 	 
（1）目標設定 

自己効力感[4]を高めるため身近な目標として，

次回小テストの点数，学習時間，ヒントの閲覧回数

の目標値を入力させる． 
（2）自己監視 

e ラーニングの学習ログ（自動記録）に加え，配

布プリントなどで学習した情報を記録させ，学習状

況の自己監視ができるようにする．  

	 
図１	 システム概要図 

	  
（3）自己評価 

e ラーニングでの学習時間・ヒント閲覧回数・小

テストの点数をレーダーチャートやグラフで提示す

る．学生はこれらの情報と学習目標を比較して自己

評価（5 段階）する．また，同じグループ内の学習

者と相互評価を行い，評価結果を入力する．各項目

のクラスの平均値や相互評価相手の学習ログから自

己評価の妥当性を評価する．  
（4）自己強化 

自己強化は自分の行動を評価し，その結果によっ

て自分で自分に賞罰を与えることである．対象の授

業では課題の達成度や小テストの点数に応じて増減

するポイント制を導入しており,  これを記録，確認

させることで学習のインセンティブを上げる． 
4.おわりに 
	 本稿では，自己調整学習で必要とされる振り返り

に着目し，実際の授業で使われた振り返りシートを

分析することでその重要性を確認した．また，この

分析結果と自己制御学習に関する文献に基づいた振

り返り支援システムを設計した．今後は提案したシ

ステムを開発し，実際の授業で活用することにより

本システムによる振り返りの有効性を評価する．	 
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